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研究成果の概要（和文）：以前の科研費で開始された英会話コーパスに基づいて、今回のプロジェクトでは、日
本人英語学習者の英会話における相互作用能力を上達させるための学習活動デザインと教材作成に取り組んだ。
この取り組みの主な特徴は、会話分析研究からの実証的結果に慎重に基づいたことであり、実際の英会話のマル
チメディア資料が含まれている。有意義な成果を得た学習資料には、啓蒙活動、実践的なコミュニケーション活
動、振り返り活動、学生が継続的に活用できる参考資料バンクが含まれる。さらに、活動の試行中に収集したデ
ータには学習者の積極的な取り組みも見られた。上記全てを達成するために、コーパス自体の継続的な分析にも
取り組んでいた。

研究成果の概要（英文）：Building on a corpus of intercultural English conversations established by a
 previous KAKENHI project, in this project we worked on creating materials and activities for 
developing Japanese EFL learners’ interactional and intercultural competence in English 
conversation. A chief characteristic of these materials and activities is that they are carefully 
based on the empirical findings of conversation analysis research, and include clips of authentic 
audio and visual recordings from the corpus. The substantial resulting collection includes 
awareness-raising activities, practical activities, ranging from short 5-minute activities to 
student-centered projects and self-access to reference materials. In addition, we collected 
recordings and other data during trials of the activities and materials, in order to examine how 
learners engaged with them. In order to achieve these, part of the project involved the continued 
transcription and analysis of the corpus itself.

研究分野：異文化間コミュニケーションと英語教育

キーワード： 英語の会話　第二言語相互作用能力　異文化間コミュニケーション　英会話コーパス　会話分析　マル
チメディア教材開発　オーセンティック教材　学習活動デザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義としては、教室内外の幅広いコミュニケーション状況からの会話の分析は、第二言語相
互作用能力の性質と成長過程のより完全な理解に貢献することができる。特に言語的および非言語的行動及びコ
ミュニケーション状況から生じる対話的な学びの側面において認められる。
社会的意義については、データ分析により、教室内外での会話がいかに多様であり、学習者の社会的世界でそれ
らがどのように相互に関連し合うかについての理解が深まった。さらに、教育と学習のために設計された活動と
教材の実践的使用では、教育専攻の学生と現職の教師の両方において、言語教師教育を豊かにする効果をもたら
す可能性を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 外国語としての英語学習者の多くは，留学や国内非日本語話者との触れ合い等の本物のコ
ミュニケーションのツールとして英語を使用する経験が不十分である。こうした学習者におい
て，多肢選択式の言語テストで良い点数を獲得できた人でも，自然に発生する台本のない英会話
で対話するのが非常に難しいことがよくある。 
 
(2) この問題の解決に役立つ研究分野は，エスノメソドロジー会話分析(conversation analysis - 

CA)である。CA は，社会的相互作用を研究するための質的マイクロ社会構築主義的アプローチ
であり，自然に発生する会話の詳細な転写と分析で行われる。分析は次の仕組みを明らかにしよ
うとする：参加者が会話を共同構築するためにどのように互いに協力するか，どのような順番で
発話するか，お互いの発話と行動をどのように自分の反応を通して理解を示すか，社会的行動を
どのような相互作用の実践を通じて実行するか，会話の展開とそれにおける共通理解に関する
トラブルをどのように修復するか。CA は対話データを通じて，参加者が目の前の状況，背景，
お互いの関係，より広い社会にどのように向き合っているかを見ることができる。ただし，CAは，
社会的カテゴリーや能力に関する既存の理論や研究者の前提に依存することと，参加者の内部
心理状態についての推測も避けるものである。ますます多くの CA 研究が，会話の開始と終了，
適切な方法での話題の変更，交代で話すこと，共通理解に生じた問題を修復すること，社会的行
動を実施すること等に関する相互作用能力を明らかにしてきた(Sidnell & Stivers, 2013)。CA は，
第二言語の相互作用能力とその成長(Brown, 2018; Gardner & Wagner, 2004; Hall & Pekarek Doehler, 

2011)の研究にも適用されている。 
 
(3) 以前の科研費プロジェクトでは，日本人と異なる文化的背景を持つ人々の間で使用される
共通語としての英語(ELF)としての英会話コーパスの作成とそのコーパスデータをCAで検証す
ることを開始した。上記全てを踏まえて今回の研究の主な課題は，既存のコーパスデータとその
進化する知見を使用して，日本人学生の英語での対話能力の上達を促進できるオーセンティッ
ク教材と学習活動を作成することは可能か，である。 
 

２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は，実際の英会話の録音・録画クリップ，啓蒙活動，実践的なコミュニケー
ション活動，振り返り活動を含む，日本人英語学習者の英会話における相互作用能力及び異文化
間コミュニケーション能力を上達させるためのオーセンティック教材と活動を作成することで
あった。本研究は，商業的に販売できる様な固定的テキストや実践活動集を作成することを目的
とせず，むしろ各地域の様々なニーズや状況に合わせて更新および柔軟に適応できる資料の「ポ
ートフォリオ」を作成することであった。長期的な成功のために，学習者がこの教材や学習活動
にどのように関与するのかを検証することも目的とした。 
 

３．研究の方法 

(1) まず，関連する先行研究と教材の検証と批評を行なった。そしてそれを踏まえて，CA（あ
るいは応用会話分析，applied CA）は次の様に適用した:(1)先述した既存の英会話コーパスの転
写と分析を継続すること，(2)第二言語相互作用能力を上達させるための教材及び学習活動の設
計（啓蒙活動 - awareness-raising activities，実践的なコミュニケーション活動 – practical 

communication activities，振り返り活動 – reflection activities を含む），(3)教室でのやり取りを段
階的に記録し分析することにより，学習者の取り組みの姿勢を検証すること。 
 
４．研究成果 
(1) ①英会話コーパスの転写と分析の継続に関しては，コーパスからさらに 35 時間の録音さ
れた英会話が書き起こされた。コーパスデータの CA からは，例えば Brown (2020c)でロンドン
市内の大型駅で日本人旅行者が実際にインフォメーションカウンター（図１）で情報を聞いた，
そのやり取りの抜粋が図２に示している。 

図１ 駅の案内カウンターで，発話と共にお互いのジェスチャーで「2 days」の確認 



図 2 駅の案内カウンターでの問い合わせ，図１と同時点でのトランスクリプト 
 
 日本人旅行者がロンドンで２日間に何度も市内を移動するつもりで，主に４点について確認
しながら結局 3分間半にわたる問い合わせの中で，雑音の環境の中，聞き取りの困難，ロンドン
の公共交通機関で日常的に使われる特別用語や話の共通理解等の関連で会話の修復が数回必要
になったのと同時に，両参加者がお互いに豊かに相互作用能力の多くの側面を示した。その中，
図 2のトランスクリプトの 20行目に日本人旅行者が「for just two days」と言いながら図 1の左
方のジェスチャーをし，それに対して駅スタッフが 26行目で似た表現を言いながら似たジェス
チャー（図１右方）を利用し質問前提をお互いに確認できた。同会話での分析で，単なる「問い
合わせ」から「駅の使い方の授業」としての会話の種類及び参加者の役割と行動の変更過程を体
系的に説明した。 
 
② その他に，会話中の話題展開の言語的・非言語的交渉（Brown & Carroll, 2019）や会話中の繰
り返されるあいづち等のような反応の特徴と会話に及ぼす効果等（Brown, 2021），実証的研究を
踏まえた第二言語相互作用能力の理解がさらに深まった。 
 
(2) 第二言語相互作用能力を上達させるための教材及び学習活動の設計に関しては，まず最新
の関連先行研究までに検証した（Brown, 2020a）。英会話を行う授業科目を２学期分行うことが
できるだけの啓蒙活動，実践的なコミュニケーション活動，振り返り活動を作成した。 
 
① 啓蒙活動とそのための教材としては，英会話コーパスから上記図１や図２のようなデータ
を利用し音声・動画クリップ及びトランスクリプト（分かりやすく少し単純化された物）を含め
たスライドや配布資料を作成し，学習者と共に状況や会話の内容の理解を段階的確認したり，
様々な解釈の意見交換を行なったり，ロールプレイのようにトランスクリプトを音読したりす
る。さらに，CA 研究で発見された会話の様々なパターンや原理等を理解させるために，以下の
図３のようなスライドを作成し，学習者と共に対話的に考えていく。 

図３ 啓蒙活動用スライド（順番交替システム，隣接ペア，投射可能性） 
 
② 一部の啓蒙活動には，学習者が相互作用データを操作することが含まれる。 1つの例では，
ターンの構成，ターンの完了可能点，と次期ターンの関連性に焦点を当てている。話者の名前と
ターンの境界はトランスクリプトから削除される (図 4，左側)。教師はトランスクリプトを 1
つの声で元の韻律的特徴で読み上げる。学習者は，全体内容を個別のターンに解析し，どの話し
手がどのターンに話したかを考えていく (図 4 右側に回答例)。別の例では，学習者に既存の
教科書からの会話例を与え，トラブル・修復事例を追加するように求める。 図 5 は，Boon & 



Harrington (2018)の会話例を使用した例であり，1 人の学習者が赤文字で修復を加えている。 

図 4 啓蒙活動用スライド（順番交替システム，隣接ペア，投射可能性） 

 
③ 英会話を行う授業科目の１学期分の週毎
に設計する場合，図６は学部１年生用の例で
ある。会話の現象・原理毎に，それぞれに啓
蒙活動と実践的なコミュニケーション活動
の両方が含まれる。また，学習者の主体的で

活発な学びを重視し，啓蒙活動，実
践的なコミュニケーション活動，振
り返り活動の全てを統合的な設計
する目的で，ガイダンス資料を元に
学習者が主体的に授業内外英会話
活動を企画し実行し，録音・録画し
ていく。これにより，各学習者は，
英 会 話 録 音 ポ ー ト フ ォ リ オ 
（Portfolio of recorded interactions）を
構築する。これに加え，先述の様な
啓蒙活動を含む教師が先導するワ
ークショップ（Workshop activities），
会話実践を中心にした言語材料の
参 考 資 料 （ Building up linguistic 

resources）及び振り返り活動と自己評価を含むメタ語用論的活動（Meta-pragmatic activities）の全
てを取り入れたプロセスモデルは図７に示されている。 
 
(3) 教師と学習者との間の教室でのやり取りを段階的に記録し分析することにより，学習者の
取り組みの姿勢を検証することに関しては，授業内外英会話コーパスに 100 時間以上の授業関
係英会話の録音・録画を加え，第二言語相互作用能力の成長過程の理解がさらに深まった。その
活用の際の教室内やり取り及び授業外の課題としてのやり取りの録音も分析し，学習活動と教
材を評価し改善した。英語での会話を含む 3 つの授業科目からのデータが分析とプログラム評

図５ 既存の会話例にトラブル・修復事例を

追加する活動 

図６ 会話の授業の週毎流れ 

Syllabus for English Conversation 

1. Orientation; Openings 

2. Closings 

3. Turn-taking & Responses 

4. Polar questions 

5. Short answers 

6. Invitations 

7. Preference 

8. Requests 

9. Getting help by telling trouble 

10. Self-repair 

11. Other-repair 

12. Agreeing & disagreeing 

13. Topic-change 

14. Story-telling 

15. Consolidation 

図７ 英会話の学習活動の過程モデル 



価のために収集された。 
 
① Brown (2020b)は，上記のようなプロセスを通じて収集されたデータを分析した。 本論文は，
参加者が相互作用の過程で「英会話をする」という概念に関連する志向を共同で構築したいくつ
かの方法について説明する。これには，学習者同士の会話に埋め込まれた教材で触れ合った日常
的表現の自発的なパロディ，使用可能な言語の相対的な位置状況への志向，共同単語検索，日常
生活の側面，過去と未来に関するアドホックな討論，会話におけるスキルと行動に関する明確な
発言が含まれる。 
 
② Brown & Takeuchi (2019)では，英会話とアカデミック・ライティングの指導を受けた 5 組の
大学院生が英語で行った，英語のエッセイに関するピア・フィードバック・セッションが分析さ
れた。CA により，相互作用における建設的で助言に焦点を当てた批評行為の開始のあり方とそ
れに対する様々な反応のあり方を明らかにした。また，批評の招待・引き出しの相互作用的な特
徴も明らかに説明した。教育的示唆としては，期待以外のターン形式を学習者に幾つかの困難が
含まれており，外国語としての英語学習者の自己発言と相手の発言の解釈における潜在的な問
題を挙げている。 

 

(4) 本研究からの改善点としては，実践において，学習者が主体的に英語会話プロジェクト（計
画セッション，本番とその録音，振り返りセッション）を行う際，より効果的な討議質問と模範
的な見本を必要としている。本研究の予想外の側面には，ソーシャルディスタンスを保って英会
話をすることと Zoomミーティングの課題と新たな機会という点で，COVID-19パンデミックが含
まれていた。本研究はまた，現職の学校教員のための様々な講習や研修及び教育専攻の大学院生
の研究の新しい開発を刺激しており，異文化コミュニケーション状況，ロールプレイトレーニン
グ，非言語的行動とコミュニケーション不安，言語教室でのコード交換，および言語教室での社
会的カテゴリーを研究と実践において CA を活用することへの貢献が期待できる。 
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